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患者にありがちな痛風食の誤解 
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はじめに 

 
 
 
☆患者の誤解☆ 
・「魚はプリン体が多いので食べないようにしている」 
・「納豆は痛風によくないと聞いたので食べないようにして 
  いる」 
・「利尿効果があるので、尿量を増やす為にコーヒーを積極 
  的に飲んでいる」 
・「ビールはよくないのでプリン体０の焼酎にしている」 
・「魚卵はプリン体が多いので、イクラは控えている」 
 
 
 

当院の痛風患者の半数は同僚の話やインターネット、本な
どから食事療法の情報を得て実行している。しかし実行し
ている内容に誤解が生じているケースや、家族から強制的
に節制され栄養バランス不良に陥ってしまったケースも散
見される。今回はその誤解例と、患者が実行した食事療法、
それに対しての当院の栄養指導についてまとめた。 



 
 
【診療科】 
痛風専門外来、糖尿病専門外来、腎臓病専門外来 
【スタッフ】 
常勤医師３名、看護師５名、臨床検査技師２名、 
管理栄養士４名（透析室兼任）、コンシェルジュ６名 
【特徴】 
栄養指導だけではなく看護師による痛風発作時の対応、
内服指導など、患者教育を積極的に行っている。 

 

 

 当院の紹介 



・たんぱく質を減らしすぎた食事は体重・筋肉
量も減少させる。肉・魚・卵などは、バランス
良く食事に取り入れる。 
 
・青魚に含まれるDHA・EPAという油はLDLコ
レステロールを下げるのに有効な成分。青魚の
減らしすぎには注意。 

 
症例１ 
痛風・脂質異常症 
過度な食事制限により体重減少
BMI21.0→19.5 

 発作後から、家族が食
事を徹底的に管理。 
肉・魚抜きで、かなり
厳しいです。 



・血液が脱水状態になるのを防ぐ為に、コーヒー
を１杯飲んだら、水も１杯飲む。 
 
・果物は尿をアルカリ化する作用もあるが、 
食べ過ぎてしまうと果糖が過剰になってしまう。
１日１回,80kcal分にしておきましょう。 

コーヒーを積極的に飲
んでいる。果物は毎食
後に食べています。 

症例２ 
高尿酸血症 
真面目な性格。プリン体に関し
ての本を購入し熟読している。 



・卵は食べ過ぎてしまうとコレステロール値に
影響を与えるので１日1個にしましょう。 
 
・納豆は１日に1ﾊﾟｯｸ食べる程度でしたら問題あ
りません。 

卵はプリン体が0㎎なの
で、1日に2個以上は食
べている。納豆は食べ
ないようにしている 

 
症例３ 
痛風 
週3～４回ジムで水泳・筋トレ
をしている。 

 



考察 

「プリン体の多いものは食べないようにする」、 

「尿酸値を下げる作用がある食品を大量に摂る」 

 など真面目な性格がゆえに極端な食事制限をして 

しまう症例があります。患者の行動に目を向け患者 

の誤解に対して正しい食事療法を指導することが大 

切です。 

  

  

 

 


